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6.2 メンテナンス作業 

6.2.1 機器の点検・検査 

機器にはセルフテスト機能が搭載されています。バッテリパックが装着されると機器は直ちにセルフテスト

を実施し、テストが完了すると自動的にオフになり、周期的に起動して毎日、毎週、４週毎にセルフテストを

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.2 消耗品の交換 

バッテリパックの残量がない場合や、電極パッドの有効期限が過ぎたときなどの場合は、それぞれ新品と

交換してください。 

 

使い捨てバッテリパックの点検と交換 

 バッテリパックの残量をチェックしてください。チェック法は、[第8章：トラブルシューティング]を参照して

ください。 

 バッテリパックの残量が切れたら、新しいバッテリパックと交換してください。 

 使用済みのバッテリパックは地域の規則に従って廃棄してください。 

 当社が推奨し提供するバッテリパックのみを使用してください。 

 バッテリパックは使い捨てです。再充電しないでください。 

 

使い捨てバッテリパックの装着法 

1.下図のように、機器下部のロックを押しながら、残量がなくなったバッテリパックを取り外します。 

 

 

 

注意  

機器を毎日点検して、常に緊急時に使用できる状態を保持してください。本体ステータスイン

ジケータを見て、機器本体、バッテリパックおよび電極パッドの状態にエラーがないことを確

認してください。 

本体ステータスインジケータに関する詳細は、[8.2章：機器のステータス]を参照してください。 
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2. 図のように、ラベルを上に向けながら矢印の方向にバッテリパックを装着します。 

 

 

3. クリック音が聞こえるまで、バッテリパックを差し込んで所定の位置にセットします。 

 

注意  

バッテリパックの取扱い上の注意 

 強い衝撃を与えないこと。 

 直火や熱い物体に触れないようにすること。 

 直射日光が当たる場所に保管しないこと。 

 湿気の多い場所に保管しないこと。 

 開けたり、分解したりしないこと。 

 端子をショートさせないこと。 

 絶対に再充電しないこと。 

 子供の手の届く場所に置かないこと。 

 漏出物が目に入ったら、直ちに水で目を洗い、医師の診察を受けること。 

 破壊したり焼却したりしないこと。 

 廃棄するときは、地域の規則に従うこと。 


